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令和 7 年度 事業報告書 

自 令和 7 年４月 １日 

至 令和 8 年３月３１日 

 

社会福祉法人 鶯鳴会 

多機能型事業所 

１． 事業所の名称   生活介護  KoBoれもんぐらす 

２． 所 在 地   三重県名張市西原町 2590 番６、2590番８ 

３． 職 員 体 制 

管理者 サービス管理責任者 生活支援員 看護師 調理員 

１名 １名 20 名 １名 １名 

他事業を 

兼務 

他事業を 

兼務 

常勤・専従  3 名 

常勤・兼務  7 名 

非常勤・専従    10 名 

非常勤・専従 他事業を兼務 

４． 営業日ならびに営業時間 

事業所 【毎週月曜日から金曜日、祝】  午前 8時 30 分から午後 5時 30分  

利用者の利用日ならびに 

利用時間 
【毎週月曜日から金曜日、祝】 午前 10 時 00 分から午後 4 時 00 分 

休 所 日 土日・年末年始  

 5． 定 員    25名  

6． 契 約 人 数    27名 （R8．３．31 日現在） 

7． 利 用 者 送 迎    希望によりドア to ドアの送迎を行った。（27 名中 24名が送迎利用） 

8． 年間利用状況                                         (利用率：小数点第 2位切り上げ) 

年度 開所日数 利用平均人数 延べ利用人数 利用率 

令和 7年度 

（令和 6年度） 

256日 

（256日） 

22.8名 

（23.9名） 

5839名 

（6109名） 

88.1％ 

（86.0％） 

 

9． 利 用 実 績                      (利用平均人数：小数点第 2位切り上げ) 

 4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 

開 所 日 数 22 22 21 23 21 22 23 20 20 20 20 22 256 

利 用 人 数 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 27  

利用延べ人数 509 493 494 528 448 507 526 454 461 454 438 527 5839 

利用平均人数 23.1 22.4 23.6 23.0 21.4 23.1 22.9 22.7 23.1 22.7 21.9 24.0 22.9 

新規契約者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

契約終了者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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10．サービス内容 

◎生活援助・・・食事、排泄、入浴、衣類の着脱の際に利用者の心身状況に応じて、適切な技術を

もって介護を提供し、また、必要に応じて看護師等がリハビリ等を行った。 

 

◎活 動 

・歩行訓練及びリハビリに加え、マシーンを使用し運動不足解消を目的としたトレーニングを行 

った。 

・外出活動 

→百合が丘市民センター（鯉のぼり鑑賞）、サーティーワンアイスクリーム MEGA ドン・ 

キホーテUNY名張店、スガキヤMEGA ドン・キホーテUNY名張店、川上ダム（ウォー 

キング、紅葉狩り）、名張総合体育館周辺（お花見） 

・音楽活動 

→カラオケ、コンサート鑑賞（松尾貴臣様） 

・イベント 

→夏祭り、運動会、ハロウィンパーティー、クリスマスパーティー、年末お鍋パーティー、バ 

レンタイン（クッキー作り）、お菓子作り（祝日） 

・軽作業 

→月平均 10.9名の利用者が作業に取り組んだ。工賃は下表のとおり支給した。 

年度 工賃支払合計(年間) 工賃支給者数 一人当たりの月額平均工賃 

令和 7 年度 ２９７,４５４円 １３１名 ２,２７０円 

令和 6 年度 ３０３,２１１円 １３１名 ２,３１５円 

 

◎健康管理・・・ノロウイルス、インフルエンザ、新型コロナウイルス（罹患者：0名） 

対象 
頻度 

内容 
毎日 毎週 毎月 毎年 

全員 手洗い・うがい・アルコール消毒 登所時、昼食時、その他    

全員 検温 登所時、14時    

全員 血圧測定  金曜日   

全員 体重測定   1日  

全員 BMI測定※ 
   4月 

10月 

希望者 健康診断    3月 

希望者 インフルエンザ予防接種    11月 

           ※BMI とは、身長と体重から算出される国際的な肥満度を表す体格指数のこと 

 

◎給 食・・・希望者※対象に給食サービスを提供した。（1食 300 円） ※全員（27 名中 27 名） 

バランスのとれた献立かつ個々の食形態（普通食・きざみ食・ミキサー食）や体 

調に合わせた食事（お粥）を提供、食事中に喉を詰まらせるなどの事故は一件も 

なかった。また、感染症予防対策のため、れもんぐらす棟では黙食と非対面（一 

方向を向く）を徹底し、2グループに分かれて入れ替え制にする対応を続けた。 
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わたぼうし棟でも可能な限り黙食するよう努めた。 

 

      

◎送 迎・・・希望によりドア to ドアの送迎を行い、車椅子等、移動が困難な利用者に対しリフ 

ト付きの車を使用した。また、リフトを使用する際は、安全ベルト・固定金具の声 

出し確認を行うことにより安全面を徹底し、特性により行動に困難を要する方（他

害行為等）については個別対応しスムーズに送迎することができ困難をきたすこと

は一度もなかった。 

事故：1件（事業所敷地内、物損事故） 

 

◎B C P 

①自然災害 

研修→令和 7年 8月 26日(火)13:30～、令和 7年度版の「自然災害発生時における業務継 

続計画書」を各職員に配布し、令和 6年度版との違いを説明。また、昨年度に引き続き、 

業務継続計画の基本方針を周知するとともに平常時の対応や緊急時の対応について説明 

を行った。その中で、建物・設備の安全対策に係る設備の耐震措置について、リハビリ 

室内に設置している書棚が未対応であることから、書棚転倒防止のため棚と天井を突っ 

張るグッズを利用し最大限の効果を発揮するよう壁側の端に設置した。 

訓練→1回目（令和 7年 9月 16日(火)13:30～）の避難訓練では、災害時に多い怪我として 

考えられる出血、骨折、火傷への応急処置について、その場にあるものでどのような処 

置ができるのか、看護師からレクチャーを受けた。また AED の使い方を再確認した。 

2回目（令和 8年 3月 11日(水)14:00～）の避難訓練では、れもんぐらす棟で避難の 

合図が厨房職員に届かず避難が遅れたことを除けば特に大きな問題もなく利用者全員が 

スムーズに外への避難を完了させた。わたぼうし棟では多目的ホールから玄関前へ避難 

するルートを設定したが、避難の際、避難口が 2か所あるにも関わらず 1か所に人が集 

中してしまい、外に出るまでに時間がかかったこと、場面の切替が苦手な利用者には過 

去同様車いすでの避難を計画していたが車いすに乗ることすら拒否されたこと、以上 2 

点が想定外で、新たな課題となった。昨年度からの課題だった「段差がある場所からの 

車イスの安全な避難方法」については道路と敷地の間に置いている段差解消ブロックを 

使うことで難なくクリアできた。すのこや板を組み合わせたスロープよりも衝撃を抑え 

られ安全に避難することができたため、令和 8年度中に段差解消ブロックを購入し、避 

難口に設置予定。 

         ②感染症 

      研修→令和 7年 10 月 15日(水)13:30～、就労継続支援 B型事業所と同様に令和 7年度版 

「新型コロナウイルス感染症発生時における業務継続計画書」「感染症対策に関する指針」 

等を各職員に配付し説明、その後、感染症対策取り組みチェックリストを用いて、現在 

の取り組み状況について項目ごとに振り返り、義務化されている項目すべてにおいてク 

リアしていることを確認した。また、食中毒の主な原因や症状、感染予防行動の再確認、 

そして、日常の健康管理と行動指針について衛生管理担当の看護師から改めて注意喚起 

を行った。 

    訓練→令和 7年 11 月 25日(火)13:30～、感染を予防する体制を強化することを目的として 
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「正しい手洗い」「アルコール消毒剤を用いた擦式手指消毒」「正しいマスクの着用」につ 

いて、全職員を対象として一人ひとり訓練を行った。「正しい手洗い」では昨年度に引き 

続き、手洗いチェッカーを利用し洗い残しを確認後、洗い残しが無くなるまで再度洗い 

直すなど丁寧に手洗いする体験を行い、今後どのような点に注意し実践するのかをそれ 

ぞれに振り返る機会を設けた。 

◎防犯訓練 

れもんぐらす棟 

→令和 7年 6月 24 日(火)13:00～名張警察署生活安全課の警察官 2名と連携し「不審者が玄 

関に侵入してしまった」という設定（不審者役：警察官 1名）で訓練を行った。不審者対応 

を行った職員は玄関から先へ侵入させないという強い気持ちで、不審者と会話を続けた。その 

間、利用者を安全な場所まで誘導し避難することができたが、不審者との距離感や他の職員へ 

の周知方法などが課題に挙がった。また、訓練終了後、警察官の講評では「不審者がそばで聞 

こえる場所に居てもインカムや電話で連絡や情報を伝えることが大切である」との助言を受け 

た。また不審者の判断基準なども伝えられ、職員からは「建物内に侵入させないことが利用者 

の安全を守る最善の手段ではないか」という意見で一致した。今後も施錠の徹底や訪問者情報 

の共有など、現在行っている対策を継続することとなった。 

 わたぼうし棟 

  →令和 7年 6月 24 日(火)14:00～名張警察署生活安全課の警察官 2名と連携し「障害者が見 

学に来た」という A 設定と「障害者(精神)が建物内を見学する」という B 設定で訓練が行わ 

れた。A 設定では、受付（インターホン）を担当した職員の毅然とした対応により侵入される 

ことなく玄関口で防ぐことができた。B設定では、建物内を案内するという設定の下、大きな 

カバンを持った見学者が案内担当の職員と洗面所から廊下、リハビリ室を会話しながら見学 

した。相手を刺激しないこと、必ず利用者と見学者との間に身を置くことを意識して対応した。 

最終的に見学者が持っていた大きなカバンから不審物を取り出したところで訓練が終了とな 

った。警察官の講評では「見学者との距離が近いこと」「大きな荷物に対し受付で預かるなど 

の対応も今後考慮すること」など助言を受けた。職員からは障害者という設定だったため不審 

者なのかという判断は最後まで見極めが難しかったとの声が上がった。今後の対策として個人 

的な見学者の対応は不可とし、必ず関係機関と同行することした。 

 

  11．苦情（要望）関係 

   （1）件数  計 4件（4月 1件、5月 1件、7月 1件、9月 1件） 

   （2）苦情（要望）内容→解決の方法 

No. 苦情(要望)内容 解決の方法～改善の結果 

1 

■対象事業所：生活介護 

昨日の昼(わたぼうしにて)あ

る人に「わたし病」と言われた。

それを心の中で閉じ込めて、今も

「イーーーッ」ってきててホーム

の私の部屋で泣いていた。今も引

きずっていて元気がない。ため息

をついている。なんで、そんなこ

要望：どうして「わたし病」と言ったのか 

理由を知りたい  

対応：4月 25日(金)14:58～  

→ご本人、主任、管理者の 3名で席 

を設け、まずご本人に「わたし病」 

という言葉をどのようにとらえ 

ているかを確認した。その結果 

「わたしが病気」と思っていると 
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とを言ったのかなぁと、ずっと気

になっている。誰にも言えなくて

(気持ちが)どんどん下に下に向

いている。 

 

（利用者の話しを要約） 

令和 7年 4月 25日(金) 

 

のこと。 

   →主任から「わたしが病気」という 

    意味ではなく「幸男さん※(アニ 

メ：青の祓魔師)の頭の中が○○さ  

んでいっぱい」という意味である 

ことを丁寧に説明 

※「幸男さん」というのはアニメに出てく

る登場人物の一人で、ご本人の頭の中で

は、「わたしは幸男さんの妻」という設定

にしている。 

結果： 

本人：「そういうことか。わかりました。 

   幸男はなんて言ってる？」 

主任：「幸男は『○○さんが病気なわけな 

い。僕の頭の中は○○さんでいっぱ 

いです。好きでいっぱいです。』と 

言ってますよ」と返答。 

管理者：「わたし病」という意味をわかっ 

   ていただけましたか？とご本人に 

最終確認を行った。ご本人は満面の 

笑みで「うんうん」とうなずかれて 

いた（ご本人納得済み） 

その後、ご本人から同様の苦情なし 

2 

対象事業所：生活介護 

 わたぼうし棟で恋愛の話を聞

いてもらえなくて悲しい気持ち

になった。今は悲しい気持ちが続

いてます。明日わたぼうし棟で話

を聞いてもらえたらいいな。 

令和 7年 5月 7日(水) 

 

要望：恋愛の話がしたい 

対応：5月 8日(木)、14:40～ 

主任がご本人に状況を確認 

→話をしたかったけど、職員には話 

しかけていない。 

対策：ご本人から「話したい」「話を聞い 

   てほしい」と言葉で職員に伝える。 

結果：「そやな。がんばる」とのことで納 

   得された。 

その後、ご本人から同様の苦情なし 

3 

■対象事業所：生活介護 

昨日の夕方はわたぼうしで（カ

ラオケ）で終わった。あとで、 

     ※さんにいわれました    

私に     ※いわれた。 

（原文ママ） 

令和 7年 7月 15日(火) 

※アンダーライン部分記載なし 

要望：「職員にコイツと呼ばれたくない」  

対応：7月 15日(火)11:00～  

→ご本人、生活支援員、副主任、管 

理者の 4名で席を設け、まずご本 

人から再度その時の状況を説明 

「昨日(7/14)、わたぼうしでカ 

ラオケが終わるときに看護師が 

体育館の入り口から私に向かっ 
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て『コイツいつ帰んの？』って聞 

いてきた。近くに Y職員と H職 

員が居た。コイツって言われたく 

ない」とのこと。 

   →ご本人曰く、看護師と本人の距離 

    は2～3メートル離れていたとの 

    こと 

   →Y 職員とH 職員に確認したとこ 

ろ、Y 職員は「そのような状況は 

全く知らない」H 職員は「その場 

に居なかった」と証言 

   →看護師にも確認したところ「言っ 

ていない」とのこと 

   →同席した職員 3 名より 

    「そもそも、離れた人に対して『コ 

イツ』とは言わないし、本人に向 

かって『コイツ』という表現はし 

ないよ。だから看護師さんは○○ 

さん(本人)には言ってないので安 

心してくださいね」と伝えた。 

結果： 

本人：「やっぱりバレたか」と発言 

   その後「安心した」とのことで「ニ 

ャプー」と笑顔で返事された 

（ご本人納得済み） 

その後、ご本人から同様の苦情なし 

4 

■対象事業所：生活介護 

令和 7年 9月 2日(火)、朝の

送迎車内での出来事 

 

本人：車内が暑かったから、他 

の利用者のことを考えて 

エアコンのダイヤルを③ 

にした。すると運転して 

いた職員から「(エアコン 

のダイヤルを)①にしてく 

ださい」と言われちょっ 

とイラっとした。 

（利用者の話を要約） 

令和 7年 9月 2日(火) 

要望：解決してほしい 

対応：9月 2日(火)、11:10～れもんぐら 

す棟の食堂にて 

→ご本人の訴え＋運転していた職 

 員の双方の話を聞いた上で、ご本 

人と話す機会を設けた。 

→まず、運転者からの状況をご本人 

 に説明 

・「エアコンの風量を①にする理由 

については最重度の身体障害の 

利用者の体が冷えすぎないよう 

にするため」ということは、すで 

に本人に説明していたこと 

   ・運転手から「エアコンのダイヤル 

を①にしてください」と言われた 
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後、本人はダイヤルを①にするの 

ではなくダイヤルを OFF にして 

いたこと 

   ・同乗していた他の利用者から「暑 

い」と訴えがあっても本人は無反 

応でエアコンのスイッチを①に 

するのではなくOFF のままにし 

ていたこと 

結果：上記 3点のことが伝えられると「ご 

めんなさい」 と本人から謝罪 

対策：対応した職員から「この時季に車内 

でエアコンを切るということは大 

変危険な行為である」ということと 

「その影響で人が亡くなった事故 

も現実にある」と言うことも伝え、 

さらに「心で思うことがある場合は 

暴言を吐いたり無視をしたりする 

のではなく対話を重ねることが大 

事である」ことを伝えた。  

（ご本人納得済み） 

その後、同様の行為なし 

 

 

 

12．総 括 

   令和 7年度は、利用者に関しては重大な怪我や事故もなく、虐待事案も挙がらず、近隣住民からの 

苦情もなく、穏やかな一年となった。職員に関しては、就労 B の職員の退職に伴い生活介護から 1 名 

が異動になったため職員の動き方を見直したり、介助の際に圧迫骨折となった職員への負担を軽減する 

ため全員で業務を分担したり、助け合いながら滞りなく業務をこなすことができた。 

   下請作業は、作業チームにはプランターの受け皿の検品等、活動チームにはランチポットの検品等を 

安定して提供することができた。給料日はいつも以上に気合が入る利用者もおり、各自満足感・達成感 

を得ていた。 

   外出は予定通りとはならず、「新型コロナもかなり落ち着いてきたから外出の機会を増やせそうだな」 

と考えていた矢先に新型コロナウイルス感染症が流行り始めたことに加え、インフルエンザや百日咳の 

流行もあり、感染後の重症化リスクを考えると外出する決断に踏み切れず、名張市障害者スポーツ大会 

への参加や買い物イベントは見送ることとなった。ただし、屋外であれば感染率は大幅に低くなるため、 

お花見や紅葉狩りに出かけたり、ウォーキングに行ったり、なるべく人が密集しない場所を選んで外出 

することはできた。利用者も外出先でとても楽しそうに走り回り、表情も明るく、外の空気を満喫して 

いる様子だった。 

   利用者個々に焦点を当てると、身体機能の低下が見られたり、情緒の不安定さが増したり、こだわり 

がますます強くなったり、さまざまな変化が見られた。「前回はこの声かけで落ち着いたけど、今回は 
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同じ声かけでは落ち着かなかった」ということも多々あり、日毎・時間毎に変化する利用者の心身の状 

態に合わせた対応を行うべく、今まで以上に職員同士相談しながら試行錯誤を重ねた。 

  令和 8年度も引き続き「やさしく ゆっくり おだやかに対応する」というスローガンのもと、個々 

の支援技術向上はもちろん、チーム力の向上も目指し、利用者が笑顔で 1 日を終えられるよう努めた 

い。 

 


